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カーボンニュートラル・海洋プラスチック問題
解決に貢献するバイオプラスチック

特許

論文

参考URL

キーワード

http://www.chem.eng.osaka-u.ac.jp/mbbp/
https://www.kyu-gs.com/
http://www.chem.eng.osaka-u.ac.jp/~uyamaken/

プラスチック、包装材料、日用品

特許第4942436、特許第5057874、特許第5495360

　近年、マイクロプラスチックによる海洋汚染が深刻にな
り、脱炭素社会構築に向けたプラスチックの資源循環が
社会的に求められている。我々はカーボンニュートラルに
貢献するバイオマスプラスチックと廃棄時の環境負荷を
低減する生分解性プラスチックからなるバイオプラス
チックの実用化に向けた産学連携研究を積極的に推進
している。植物油脂の良さを引き出した機能性コーティン
グ材料を開発し、屋根用塗料として実用化するとともに、
植物油脂を基盤とするバイオプラスチック用添加剤を創
製し、バイオプラスチックの耐熱性・耐衝撃性の大幅な向
上を達成した。また、独自開発の熱可塑性デンプンと生分
解性プラスチックのブレンドを基盤とする海洋生分解性
バイオマスプラスチック（MBBP）の開発プラットフォーム
を立上げ、プラスチック製品を試作している。さらにデン
プン単独の成形技術を構築し、ポリエチレンとの多層シー
トを開発した。

研究の概要

　プラスチック資源循環に不可欠なバイオプラスチック
を早期に社会実装するため、企業30社以上が参画する
MBBP開発プラットフォームや新たに設立したベンチャー
企業（株式会社KYU）における活動を積極的に推進する。
材料開発と成形技術開発の橋渡しを担い、バイオプラス
チック製品の社会実装に貢献する。

社会実装に向けた将来展望

Uyama, Hiroshi, Polymer Journal 2018, 50, 1003-1011, doi: 10.1038/s41428-018-0097-8

特許

論文

参考URL

キーワード

https://resou.osaka-u.ac.jp/ja/research/2020/20201211_1

フレキシブルエレクトロニクス、透明電極、生体電位計測

Advanced Materials 2019, DOI: 10.1002/adma.201902684
Advanced Intelligent Systems, DOI: 10.1002/aisy.202000093

特許第6889941号 生体信号計測装置
特許第6865427号 電極シート及びその製造方法
特許第6832535号 電極シート

　従来の電子デバイスには、硬くて不透明な電極や
半導体が利用されており、無機的なエレクトロニク
スの存在感がありました。本研究では、人肌のような
柔軟性や、水のような透明性を発現する電子デバイ
スの研究開発を行うことにより、人肌に溶け込む次
世代パーソナルセンサの基盤技術を構築します。特
に、ナノ材料設計やナノネットワーク制御によって柔
軟・透明デバイス特性を最大化し、「さりげないエレ
クトロニクス」の創出と新たな価値創造を行います。

研究の概要

　透明性は究極のデザイン・ユーザビリティに繋が
り、誰にでもマッチするデザインとなります。また、開
発した超柔軟・高透明なセンサシートは、生体安全
性もしているため、肌に貼付けた状態で脳波などの
長期計測を実現しました。今後、科学技術の社会還
元を見据えた広い視野を持ちながら、疾患の早期発
見や予防を行う次世代ヘルスケアへの貢献を目指し
ます。

社会実装に向けた将来展望

荒木　徹平
産業科学研究所

助教
https://researchmap.jp/teppei_arakiResearchmap

超柔軟・高透明エレクトロニクス
創成の研究

研究シーズに関するイメージ図: 
金属ナノワイヤのネットワークを利用することにより、高い柔
軟性と透明性を有する配線・デバイス・センサを開発した。開
発物の特徴は、微小な電気信号処理を行える、柔らかいため対
象物を傷つけない、透明なため対象物をいつでも観察できる
等、多機能な点である。

工学研究科　応用化学専攻
教授 宇山　浩 助教 徐　于懿
https://researchmap.jp/read0168389
Researchmap

https://researchmap.jp/yuihsu
Researchmap

植物油脂を利用したバイオプラスチック

バイオエラストマーを基盤とするプラスチック

デンプン配合バイオプラスチック


